
市川考古博物館
市川歴史博物館史跡・堀之内貝塚

史跡・下総国分尼寺跡
史跡・曽谷貝塚

史跡・姥山貝塚

史跡・下総国分寺跡附北下瓦窯跡
京成小岩駅

国府台駅

江戸川駅

小岩駅

市川駅

市川真間駅

菅野駅

京成八幡駅

本八幡駅

新柴又駅

馬込沢駅

船橋法典駅

塚田駅

新船橋駅京成西船駅

東中山駅下
総
中
山
駅

京成中山駅

鬼越駅

上本郷駅
松戸新田駅

みのり台駅

松戸駅

柴又駅

北国分駅

秋山駅

矢切駅

八柱駅

元山駅

北初富駅

くぬぎ山駅

市川大野駅

松飛台駅 大町駅

新八柱駅

東
松
戸
駅

東松戸駅

禅照庵マキ

下総総社跡

須和田遺跡

美濃輪台遺跡Ｂ地点

道の駅
いちかわ
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▲堀之内貝塚

旧
石
器（
先
土
器
）時
代　
紀
元
前
２
３
０
０
０
年
～
１
１
０
０
０
年

２
３
０
０
０
年

市
川
で
最
古
の
遺
跡
（
国
府
台
６
丁
目

新
山
遺
跡
）
が
出
現
す
る
。

縄
文
時
代　
　
　
　
　

紀
元
前
１
１
０
０
０
～
５
０
０
年

７
５
０
０
年

市
川
最
古
の
縄
文
土
器
が
使
わ
れ
る
。

５
０
０
０
年

こ
の
頃
、
市
川
最
古
の
貝
塚
が
つ
く
ら

れ
る
。

４
０
０
０
年

海
進
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
前
後
し
て
市

内
各
所
に
貝
塚
が
つ
く
ら
れ
る
。

３
０
０
０
年

こ
の
頃
、市
川
砂
州
の
形
成
が
始
ま
る
。

２
８
０
０
～
５
０
０
年
姥
山
・
曽
谷
・
堀
之
内
な
ど
の
馬
蹄
形

貝
塚
が
つ
く
ら
れ
る
。

弥
生
・
古
墳
時
代　
　

紀
元
前
５
０
０
～
紀
元
６
０
０
年

５
０
０
年
頃

市
川
で
コ
メ
作
り
が
は
じ
ま
る
。

紀
元
５
０
０
年
代

国
府
台
・
市
川
砂
州
に
古
墳
群
が
つ
く

ら
れ
る
。

飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
時
代　
６
０
０
年
ご
ろ
～
１
１
８
５
年

６
０
０
年
代
末

下
総
国
府
が
つ
く
ら
れ
る
。

７
１
０
～
３
０
年
代

山
部
赤
人
や
高
橋
虫
麻
呂
が
手
児
奈
の

歌
を
詠
む
。

７
４
１
年

国
分
寺
建
立
の
命
令
が
だ
さ
れ
る
。

９
０
０
～１

０
０
０
年
代
下
総
国
分
寺
・
尼
寺
の
規
模
が
縮
小
す

る
。

　

市
川
市
は
、
昔
か
ら
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

住
み
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
紀
元

前
２
３
，０
０
０
年
か
ら
人
び
と
が
暮
ら
し
、
さ

ま
ざ
ま
時
代
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悠
久
の
歴
史

の
記
憶
と
し
て
、
市
内
で
は
数
多
く
の
遺
跡
が
発

見
さ
れ
、
な
か
で
も
、
５
つ
の
国
指
定
の
史
跡
は

特
筆
す
べ
き
存
在
で
す
。

　

縄
文
時
代
の
市
川
市
域
は
、
貝
塚
の
分
布
密
度

が
極
め
て
高
く
、
日
本
有
数
の
貝
塚
密
集
地
域
で

あ
り
、
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
貝
塚
は
55
を
数

え
ま
す
。
姥
山
貝
塚
、
曽
谷
貝
塚
、
堀
之
内
貝
塚

は
、
市
川
市
を
代
表
す
る
馬
蹄
形
貝
塚
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
遺
構
や
研
究
の
成
果
が
日
本
考
古
学

の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

市
川
市
は
、
利
根
川
の
下
流
で
あ
っ
た
江
戸
川

と
東
京
湾
を
結
ぶ
水
上
交
通
に
、
東
京
湾
岸
の
陸

上
交
通
が
交
わ
る
関
東
地
方
有
数
の
要
衝
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
江
戸
川
と
東
京
湾
を
望
む
国
府
台

に
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
下

総
国
の
ま
つ
り
ご
と
を
行
う
国
庁
が
置
か
れ
、
そ

の
東
の
国
分
台
に
は
国
分
（
僧
）
寺
と
尼
寺
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
国
分
（
僧
）
寺
と
尼
寺
は
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
古
代
国
家
の
力
を
今
に
伝
え
る

遺
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
川
の
国
指
定
史
跡 ▲姥山貝塚

▲曽谷貝塚

表紙土器写真撮影：小川忠博

▲下総国分寺跡
　附北下瓦窯跡

▲下総国分
　尼寺跡
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▲Ｃ地点出土の縄文土器

立
地
・
年
代
・
規
模　
　

姥
山
貝
塚
は
、
標
高
約
22
～
24
ｍ
の

台
地
上
に
あ
る
縄
文
時
代
中
・
後
期
（
紀
元
前
約
２
８
０
０
～

１
０
０
０
年
）の
集
落
跡
で
す
。
貝
塚
の
貝
層
は
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
「
Ｃ
」
の
字
形
に
分
布
し
て
お
り
、
大
き
さ
は
外
径
で
東

西
約
１
３
０
ｍ
、
南
北
約
１
２
０
ｍ
で
す
。
貝
層
を
構
成
す
る

貝
類
は
、
海
水
産
の
ハ
マ
グ
リ
が
主
体
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

市
内
の
貝
塚
で
よ
く
見
か
け
る
イ
ボ
キ
サ
ゴ
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

竪
穴
建
物
跡
と
縄
文
人
骨　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
で
竪
穴
建
物
跡

が
30
軒
以
上
、
人
骨
が
１
４
０
体
以
上
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
骨
は
、
縄
文
人
の
平
均
身
長
や
平
均
余
命
を
知
る
上
で
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
９
２
６
年
の
Ａ
地
点
の
発

掘
で
日
本
で
初
め
て
完
全
な
姿
の
竪
穴
建
物
跡
（
住
居
跡
）
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
発
掘
で
は
、
建
物
跡
の
床
面
か
ら
成
人
の
男
性
２

人
、
女
性
２
人
、
子
ど
も
１
人
の
計
５
体
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
死
因
や
相
互
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
巻
き
起
こ
り
ま

し
た
。

日
本
初
の
炭
素
年
代
測
定　

放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
が

行
わ
れ
た
の
も
、
日
本
で
は
本
貝
塚
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

１
９
４
８
年
に
Ｄ
地
点
か
ら
出
土
し
た
炭
化
材
の
年
代
測
定
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
約
４
５
０
０
年
前
と
い
う
年
代
が
出
ま
し

た
。
こ
の
測
定
年
代
は
、
当
時
の
考
古
学
界
に
衝
撃
を
与
え
、

縄
文
時
代
の
年
代
観
を
め
ぐ
る
議
論
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

日
本
初
の
遺
跡
の
航
空
写
真　

遺
跡
を
上
空
か
ら
撮
影
す
る
試

み
も
、
日
本
で
は
本
貝
塚
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。
１
９
２
６

年
に
下
志
津
陸
軍
飛
行
学
校
が
撮
影
し
た
航
空
写
真
を
見
る

と
、
台
地
上
の
広
大
な
面
積
の
畑
に
真
っ
白
な
貝
殻
が
、
環
状

に
分
布
す
る
様
子
（
写
真
右
上
）
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

完
全
な
形
の
竪た

て

穴あ

な

建た

て

物も

の

跡あ

と

を
初
め
て
発
掘

●
代
表
的
な
出
土
遺
物

▲初めて撮影された航空写真（1926年）
写真所蔵：東京大学総合研究博物館

▲完全な形で発掘された竪穴建物跡（1926年）
写真所蔵：東京大学総合研究博物館

▲５体の人骨が発見された竪穴建物跡（1926年）
写真所蔵：東京大学総合研究博物館

▲姥山貝塚と指定範囲

20

24

24

21

21

21
20
19

22

22

22

23

24

23

E
B

C

M3

M2

M1

D

M A

W

F

M4 S2

S1

N

0 100m0 100m貝層の分布
指定範囲

姥う
ば

山や
ま

貝か
い

塚づ
か

姥山貝塚
　所 在 地　柏井町1-1212 ほか　　指定年月日　S42.8.17
　指定面積　22,772.81㎡
　アクセス　�JR武蔵野線船橋法典駅からバス「姥山貝塚公園」下車

徒歩5分、武蔵野線船橋法典駅から徒歩15分
　見　　学　姥山貝塚公園として一般開放
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日
本
最
大
級
の
馬ば

蹄て

い

形け

い

貝か

い

塚づ

か

●代表的な出土遺物立
地
・
年
代
・
規
模　
　

曽
谷
貝
塚
は
、
標
高
約
20
～
25
ｍ
の
台

地
上
に
あ
る
縄
文
時
代
後
期
（
紀
元
前
約
２
０
０
０
～
１
０
０
０

年
）の
集
落
跡
で
す
。
貝
塚
の
貝
層
は
、ア
ル
フ
ァ
べ
ッ
ト
の「
Ｕ
」

の
字
形
に
分
布
し
て
お
り
、大
き
さ
は
外
径
で
東
西
約
２
１
０
ｍ
、

南
北
約
２
４
０
ｍ
で
す
。
中
央
が
く
ぼ
地
と
な
る
単
独
の
馬
蹄
形

貝
塚
と
し
て
は
、
日
本
最
大
の
規
模
に
な
り
ま
す
。

曽
谷
式
土
器　

本
貝
塚
は
、
縄
文
時
代
後
期
の
曽
谷
式
土
器
の
基

準
に
な
っ
た
遺
跡
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
３
６
年
に

考
古
学
者
の
山
内
清
男
氏
が
本
貝
塚
を
発
掘
し
た
際
、
出
土
し
た

土
器
の
形
と
文
様
が
、
そ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
縄
文
土
器
と

は
異
な
る
こ
と
か
ら
曽
谷
式
土
器
と
命
名
し
、
年
代
を
示
す
単
位

に
し
ま
し
た
。

イ
タ
ボ
ガ
キ
の
貝
輪　
　

Ｄ
地
点
の
小
竪
穴
か
ら
、
イ
タ
ボ
ガ
キ

の
貝
殻
と
貝
輪
の
未
製
品
が
多
数
出
土
し
ま
し
た
。
イ
タ
ボ
ガ
キ

の
貝
輪
生
産
に
関
わ
る
資
料
は
、全
国
的
に
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
、

縄
文
時
代
の
貝
輪
生
産
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
ま
す
。

糞
石　

本
貝
塚
は
、
糞ふ

ん

石せ
き

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、

糞
石
の
研
究
史
に
も
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
糞
石
か
ら
、
落
と

し
主
で
あ
る
人
間
あ
る
い
は
犬
の
栄
養
状
態
、
健
康
状
態
、
遺
跡

周
辺
の
環
境
な
ど
が
復
元
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

漁
撈
具
と
狩
猟
具　

漁ぎ
ょ

撈ろ
う

具ぐ

で
は
、
棒
の
先
に
付
け
て
魚
を
突
き

刺
す
た
め
の
ヤ
ス
状
刺し

突と
つ

具ぐ

が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
内
湾
か

ら
河
口
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
、
漁
撈
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
狩
猟
具
で
は
、
黒こ

く

曜よ
う

石せ
き

や
チ
ャ
ー
ト
製
の
石せ

き

鏃ぞ
く

が
出
土
し
て

い
ま
す
が
、チ
ャ
ー
ト
製
の
方
が
や
や
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。 ▲Ｅ地点出土の糞石

▲Ｅ地点の発掘風景

▲Ｄ・Ｅ地点出土の縄文土器（中央は曽谷式）

▲イタボガキ製の貝輪未製品

▲曽谷貝塚と指定範囲

14
16
18

20

21

22

23

24

2423

22

A

C

I

D

G

B

E

F

H

25

N

0 100m0 100m
貝層の分布
指定範囲

曽そ

谷や

貝か
い

塚づ
か

曽谷貝塚
　所　在　地　曽谷2-15 ほか
　指定年月日　S54.12.22　�H21.7.23追加指定　�H28.3.1追加指定
　指 定 面 積　50,216.87㎡
　ア ク セ ス　JR総武線本八幡駅からバス「曽谷」下車徒歩10分
　見　　　学　自由
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堀
之
内
式
土
器
の
標ひ

ょ
う

式し

き

遺
跡

●
代
表
的
な
出
土
遺
物

立
地
・
年
代
・
規
模　
　

堀
之
内
貝
塚
は
、
標
高
約
22
～
23
ｍ

に
あ
る
縄
文
時
代
後
・
晩
期
（
紀
元
前
約
２
０
０
０
～
５
０
０

年
）
の
集
落
跡
で
す
。
貝
塚
の
貝
層
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

「
Ｕ
」
の
字
形
に
分
布
し
て
お
り
、
大
き
さ
は
外
径
で
東
西
約

２
２
５
ｍ
、
南
北
約
１
２
０
ｍ
で
す
。
中
央
の
細
長
い
広
場
の

標
高
が
最
も
高
く
、
標
高
約
10
～
20
ｍ
の
台
地
斜
面
を
中
心
に

貝
層
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

竪
穴
建
物
跡
と
縄
文
人
骨　

１
９
０
４
年
、
東
京
人
類
学
会
が

本
貝
塚
を
発
掘
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
名
前
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
発
掘
の
翌
日
、
日
本
で
初
め
て
全
身
骨

格
が
揃
っ
た
埋
葬
人
骨
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
発

掘
で
竪
穴
建
物
跡
６
軒
、
人
骨
13
体
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

竪
穴
建
物
跡
は
、
極
端
に
数
が
少
な
く
、
貝
層
下
の
発
掘
が
不

十
分
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

堀
之
内
式
土
器　

本
貝
塚
は
、
縄
文
時
代
後
期
の
堀
之
内
式
土
器

の
基
準
に
な
っ
た
遺
跡
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
堀
之
内
式
土
器
は
、

関
東
地
方
を
中
心
と
し
て
、
隣
接
地
域
に
も
分
布
し
て
い
ま
す
。

貝
塚
の
貝
類
と
イ
カ　

貝
塚
を
構
成
す
る
貝
類
は
、
後
期
前
半
は

ハ
マ
グ
リ
と
イ
ボ
キ
サ
ゴ
が
主
体
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
晩
期
に

な
る
と
ハ
マ
グ
リ
と
オ
キ
シ
ジ
ミ
が
主
体
を
占
め
る
よ
う
に
な

り
、
海
退
に
よ
る
環
境
の
変
化
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
コ
ウ
イ
カ
や
コ
ブ
イ
カ
な
ど
の
イ
カ
が
数
多
く
出
土
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
産
卵
の
た
め
に
浅

瀬
の
藻も

場ば

に
近
寄
っ
た
イ
カ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

道
免
き
谷
津
遺
跡
と
の
関
係　

東
京
外
郭
環
状
道
路
の
建
設
に
伴

い
、
本
貝
塚
の
南
側
に
あ
る
道ど
う

免め

き
谷や

津つ

遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
台

地
直
下
の
低
地
か
ら
木き

組ぐ
み

遺い

構こ
う

と
大
量
の
ト
チ
の
実
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
木
組
遺
構
は
、
堀
之
内
貝
塚
の
縄
文
人
た
ち
が
ト

チ
の
実
の
ア
ク
抜
き
や
加
工
を
す
る
た
め
の
施

設
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▲堀之内式土器の基準になった土器（個人蔵）
画像提供：東京国立博物館

Image:TNM Image Archives

▲全身骨格が揃った埋葬人骨（1904年）
（「貝塚叢

そう

話
わ

」『考古界』８−５より）

▲イボキサゴの貝層　　写真所蔵：明治大学博物館

▲コウイカの甲羅　　写真所蔵：南山大学人類学博物館

▲堀之内貝塚と指定範囲

16

16

16
14

12

18

18

18

博物館
駐車場

歴史博物館 20

20

20

22

22
22

24

考古
博物館

N

貝層の分布
指定範囲 0 100m0 100m

堀ほ
り

之の

内う
ち

貝か
い

塚づ
か

堀之内貝塚
　所　在　地　堀之内2-15
　指定年月日　S39.7.6　�S42.6.22追加指定　�S47.2.3追加指定
　指 定 面 積　26,789.85㎡
　ア ク セ ス　�JR総武線市川駅からバス「博物館入口」下車徒歩10分、

北総線北国分駅から徒歩10分
　駐　車　場　有（歴史博物館横）
　見　　　学　堀之内貝塚公園として一般開放
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国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
建
立

国
分
寺
の
建
立　

古
代
の
国
家
は
、仏
教
に
よ
っ

て
国
家
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。
７
３
５
年
、

７
３
７
年
に
お
き
た
天て
ん

然ね
ん

痘と
う

や
飢
き
ん
に
対
し

て
聖し
ょ
う
む武
天
皇
は
、
７
４
１
年
に
国
ご
と
に
僧そ

う

寺じ

と
尼に

寺じ

か
ら
な
る
国
分
寺
建こ

ん
り
ゅ
う
立
の
命
令
を
出
し

ま
し
た
。
下
総
国
分
寺
は
、
市
川
市
の
国
分
台

の
南
端
に
、
僧
寺
と
尼
寺
が
東
西
に
並
ん
で
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
僧
寺
を
東
寺
と
記
し
た
墨
書

土
器
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
国
の
史
跡

で
は
僧
寺
の
こ
と
を
国
分
寺
と
い
い
ま
す
。
６

頁
の
タ
イ
ト
ル
は
史
跡
の
名
称
で
す
。

発
掘
で
確
認
さ
れ
た
施
設　

下
総
国
分
僧
寺
・

尼
寺
の
発
掘
は
、１
９
３
２
年
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
発
掘
で
寺
の
位
置
が
わ
か
り
、
１
９
６
６

～
７
年
の
発
掘
で
、
僧
寺
で
は
金こ
ん

堂ど
う

（
本ほ

ん

尊ぞ
ん

を

安あ
ん

置ち

し
た
建
物
）・
講こ

う

堂ど
う

（
僧
が
経
を
学
ん
だ

建
物
）・
七
な
な
じ
ゅ
う
の
と
う

重
塔
（
高
さ
は
約
60
ｍ
）
の
跡
、

尼
寺
で
は
金
堂
と
講
堂
の
跡
を
確
認
し
ま
し
た
。

尼
寺
に
塔
は
建
立
さ
れ
ま
せ
ん
。
僧
寺
の
堂
と

塔
の
配
置
が
奈
良
県
の
法ほ
う
り
ゅ
う
じ

隆
寺
に
似
る
の
で
、

法
隆
寺
式
の
配
置
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
法
隆
寺

と
は
無
関
係
で
す
。

　

そ
の
後
、
僧
寺
で
は
寺
院
地
（
寺
の
敷
地
）

が
溝
で
区
画
さ
れ
、
そ
の
範
囲
は
、
最
大
で
南

金堂跡塔跡

講堂跡

寺院地区画溝
金堂跡

講堂跡

寺院地区画溝跡

尼坊跡？
伽
藍
地
区
画
塀
・
溝
跡

→大衆院跡？

苑

苑跡？
造寺所跡

造寺所跡
講師院跡

僧坊跡
大衆院跡

↑●

史跡指定範囲

北下瓦窯跡

北下遺跡

下総国分 ( 僧 ) 寺跡

下総国分尼寺跡

下総国分 ( 僧 ) 寺跡・尼寺跡
0 500m

0 20m 
僧坊跡

大衆院跡

区画溝跡

▲国分寺僧坊・大衆院跡

下し
も

総ふ
さ

国こ
く

分ぶ
ん

寺じ

跡あ
と

附つ
け
た
り

北き
た

下し
た

瓦か
わ
ら

窯が
ま

跡あ
と

▲北下瓦窯跡　写真所蔵：千葉県教育委員会

▲僧寺や大衆院を示す墨書土器

大
院
︵
大
衆
院
︶

東
寺

▲屋根の軒先に葺かれた宝相華文の瓦
　 この文様の瓦は、諸国の国分寺でも

めずらしい

▲瓦工人の名前が記された瓦

荒あ
ら

人ひ
と

下総国分寺跡附北下瓦窯跡
　所　在　地　　国分3-20-1 ほか
　指定年月日　　S42.12.27　�H14.9.20追加指定　�H22.8.5追加指定
　指 定 面 積　　21,336.85㎡
　ア ク セ ス　　JR総武線市川駅からバス「国分」下車徒歩5分
　駐　車　場　　参拝者用駐車場有
　見　　　学　　自由
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し
、
北
下
瓦
窯
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
北
下

瓦
窯
で
焼
か
れ
た
瓦
は
、
国こ
く
ち
ょ
う庁（
国こ

く

府ふ

の
中
心

と
な
る
施
設
）
に
も
供
給
さ
れ
ま
し
た
。

建
立
の
背
景　

国
分
寺
創
建
の
時
に
国
庁
に
瓦

が
葺ふ

か
れ
る
の
は
、
他
の
多
く
の
国
で
も
認

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
期
の
都
で
は

平へ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

城
宮
が
一
新
し
、
東と

う

大だ
い

寺じ

の
造
営
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
建
立
さ
れ
た
国

分
寺
に
は
、
国
家
の
無
事
を
祈
る
だ
け
で
な
く
、

国
家
の
威
信
を
諸
国
に
示
す
意
図
が
あ
っ
た
と

み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
国
家
は
、
都
と
地
方
を

問
わ
ず
、
新
た
な
建
物
で
威
信
を
示
そ
う
と
し

た
の
で
す
。
60
ｍ
の
高
さ
を
誇
っ
た
僧
寺
の
七

重
塔
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

国
分
寺
造
営
は
、
国
家
の
威
信
を
か
け
た
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
の
で
す
。

北
約
３
４
０
ｍ
、
東
西
約
３
３
０
ｍ
、
僧そ
う

坊ぼ
う（

僧

の
住
ま
い
）、
大だ
い
し
ゅ
う
い
ん

衆
院
（
寺
の
事
務
所
）、
講こ

う

師じ

院い
ん

（
講
師
と
呼
ば
れ
た
高
位
の
僧
が
住
ん
だ
施

設
）、
造ぞ
う

寺じ

所し
ょ

（
建
立
や
補
修
の
中
心
と
な
っ

た
施
設
）な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
尼
寺
で
は
、

寺
院
地
が
最
大
で
南
北
約
３
４
０
ｍ
、
東
西
約

４
３
０
ｍ
、
伽が

藍ら
ん

地ち

（
金
・
講
堂
・
尼に

坊ぼ
う

な
ど

中
心
施
設
の
場
所
）
を
区
画
し
た
塀
や
溝
を
確

認
し
、
尼
坊
・
大
衆
院
・
苑そ
の

（
菜
園
も
し
く
は

花
園
）
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
建
設
に
と
も
な
う

２
０
０
２
～
16
年
の
発
掘
で
は
、
僧
寺
の
東
側

で
北き
た

下し
た

遺
跡
を
確
認
し
ま
し
た
。
北
下
遺
跡
の

台
地
と
そ
の
斜
面
で
は
、
国
分
寺
の
創
建
や
補

修
に
用
い
ら
れ
た
屋
根
瓦か
わ
らや

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘な

ど
を
生
産

し
て
い
ま
し
た
。
創
建
期
の
瓦か
わ
ら
が
ま窯を

二
基
確
認

金堂跡塔跡

講堂跡

寺院地区画溝
金堂跡

講堂跡

寺院地区画溝跡

尼坊跡？
伽
藍
地
区
画
塀
・
溝
跡

→大衆院跡？

苑

苑跡？
造寺所跡

造寺所跡
講師院跡

僧坊跡
大衆院跡

↑●

史跡指定範囲

北下瓦窯跡

北下遺跡

下総国分 ( 僧 ) 寺跡

下総国分尼寺跡

下総国分 ( 僧 ) 寺跡・尼寺跡
0 500m

▲伽藍地区画東辺塀・溝跡

下し
も

総ふ
さ

国こ
く

分ぶ
ん

尼に

寺じ

跡あ
と

▲伽藍地区画東辺溝

▲ 寺院地東辺溝から出土した
二彩陶器小壺

尼
寺

▲尼寺を示す墨書土器

▲僧？尼？の人面と苑を示す墨書土器

窪く
ぼ

苑ぞ
の

下総国分尼寺跡
　所　在　地　　国分4-17-1 ほか
　指定年月日　　S42.12.27　�H元.3.29追加指定　�
　　　　　　　　H14.9.20追加指定
　指 定 面 積　　6,615.49㎡
　ア ク セ ス　　JR総武線市川駅からバス「国分」下車徒歩10分
　見　　　学　　国分尼寺跡公園として一般開放
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